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第
二
十
怨

C
l
I
I

九
六)

經
窠
猛
け
る
襄
理
性
0
:

議
：

:

 

第

十

處

ぶ

:

經

濟

學

に

於

け

る

實

踐

理

性

の

演

繹

武

部

：

與

八

郞

三
F

は
三
圆
で
あ
る
S

狀
に
四
B

五
k

a
k

.
 

•

:

で
あ
る
。

一
般
に
、
n
圆
は
n

圓
で
あ
る
ど
共
に
，1
圆
で
あ
る
。
 

是
は
如
何
^

し
て
可
能
ど
な
る
か
。
 

n

も
の
を
知
る
は
現
在
の
經
驗
？
過
去
の
經
驗
ど
の
相
對
的
關
係
に
於
て
知
る
；の
で
あ
る
ど
考
へ
ら
れ
るo

經
驗
は 

「

：議

磨

」

の
如
く
f

 

£

5

大
す
る
。
經
驗
の
增
大
は
如
何
に
し
て
可
能
I

る
か
。
ニ 

)

過
去
の
鐘
の
中 

丨
發
肢
の
契
槐
が
藏
さ
れ
て
屈
る
。
部
分
«

全
體
に
等
し
く
部
分
は
全
體
ょ
り
も
大
で
め
る
。
此
場
合
、常

に
|2

0
/  

し

て

止

ま

ぬ

现

在

の

經

驗

も

.過

去

0 ..
經
驗
ょ
&
演
繹
せ
.、ら
れ
得
る
。(

ニ )

现
在
の
直
接
な
る
經
驗
が
過
去
の
*
驗
を 

觸
發
す
る
。
現
在
の
直
接
な
る
經
驗
が
機
械
化
さ
れ
た
過
去
の
經
驗
に
發
城
の
機
緣
を
與
へ
る
。
此
場
合
、
現
枉
の 

經
驗
は
過
去
S

驗
ょ
り_

せ
ら
れ
得
る
C
M
去
の
機
械
化
さ
れ
た
S

が

證

の
K
管

る

麗

に

，獨
發
せ
ら

れ
る
限
り
に
於
て
。

三
画
が
;1
1
:

窗
身
の
中
に
四
圆
瓦
圆
六
圆
：
.

た
り
得
る
契
機
を
藏
す
る
は
如
柯
に
し
て
可
能
ビ
な
る
か
。
三
圆
が 

勞
働
の
價
格
で
會
效
用
の
價
格
で
あ
る
が
故
で
あ
る
。
人
間
の
勞
働
は
證
的
に
ニ
画
の
爾
格
を
四
圓
五
圓
六
圓 

.

肩
^

す
グ
.

入
間
：の
.

意
1

柱
.
エ
圓
.の
價
^

を
主
.觀
的
:|
:

四
圓
..五
圓
六
圓
.
.
：
.
*
.
に
_.創

造

す

冬

。
：
效
用
は
、
竟
志

'.

に

依

て

劍

造

せ

ら

れ

た

も

の

の

價

値

に

：考

へ

ら

れ

る

,緊
張

感

が

意

志

に

伴

ふ

"不
足

.
を

滿

足

、せ

ん
V
」

す

る

緊

眼

の
 

感

は

「

效

用

」

に

認

め

ら

れ

る

。

不

足

を

滿

足

せ

ん

ビ

す

る

緊

張

の

感

が

な

い

か

或

は

滿

足

せ

ら

れ

た

時

，

效

用

は

消
 

減

す

る

。
.
連

傲

に

依

る

效

用

も

可

能

で

あ

る

尸

一

應

次

の

如

ぐ

言

ふ

。

勞

働

或

は

效

用

(

意

慾)

は

三

圓

を

1
1圆

35

:圆 

六

圆

.：

.に劍
造

す

る

。

n
=
n
+
B
.

の

理

鮮

を

可

能

な

ら

し

め

る

。

貨

幣

で

あ

る

。

:

一
人
一.
日
の
勞
働
力
は
三
圆
で
あ
る
o
彼
の
勞
働
力
に
依
て
生
產
せ
ら
れ
た
商
品
は
現
に
六
圓
：に
賣
ら
れ
て
居
る
o 

次
の.
如
く
假
定
す
る
o :

此
勞
儆
者
は
發
明
せ
ぬ
組
織
せ
ぬ
自
ら
毫
も
努
カ
せ
ぬ
彼
の
.働
く
ば
佘
儀
な
く
働
く
の
で
あ 

る
ョ
リ
多
ぐ
の
能
率
を
擧
げ
ん
事
を
意
志
し
て
働
か
ぬ
彼
の
勞
働
を
原
始
の
土
地
に
投
下
す
れ
ば
三
圆
の
價
格
を
有 

す
る
も
の
を
生
產
す
る
に
過
ぎ.
ぬ
o

此
假
箄
の
下
に
聆
て
は
勞
働
カ
自
#

の
中
に
發
®

の
契
機
は
«

さ
れ
て
居
ぬ
o 

彼
の
勞
働
力
はp

n
n

v
m

を
理
解
せ
し
め
ぬ
。
然
る
に
彼
の
勞
働
力
に
依
つ
て
生
產
せ
ら
れ
た
も
の
は
現
に
六
圓 

に
賣
ら
れ
て
居
る
。
六
圆
の
價
袼
は
彼
の
勞
働
カ
の
對
象
的
劍
造
カ
を
« ,
發
す
ぞ
。'
六
圓
に
依
つ
て
觸
發
せ
ら
れ
、
 

彼
の.
勞
働
力
に
對
象
的
創
造
力
を
與
ふ
る
は
"
勞
働
力
を
有
す
る
も
の
の「

意
志」

に
考
へ
ら
れ
る
。(

A〕

六
圆
の
價 

格

はn
=

n

十m

を
理
解
せ
し
め
る(

B)

I
ニ
圆
の
勞
働
力
を
所
有
す
る
も
の
：の
意
志.
は

n  =

 n  +

 m

を
理
解
せ
し
め 

る
：
六
圓
の
價
格
、
三
il
l

の
勞
働
力
を
有
す
る
も
の
の
意
志
、
は.
貨
幣
で
あ
る
。

三
圆
の
勞
働
力
を
所
有
す
る
も
の
の
意
志
は
必
卞
し
も
六
圆
の
價
格
の
'觸
發
を
待
た
ぬ
，。
效
用
に
於
け
る
意
慾VJ  

同
じ
く
、
其
自
身
對
象
の
價
格
を
劁
■
す
る

o
-M
志
の
自
由
を
認
め
且
づ
鑛
意
志
を
矛
盾
な
く
理
解
す
る
爲
、

i
 

志
の
階
段
組
織
が
必
®

ど
な
る
。
道
德
律
が
必
要
^
な
る
。
實
踐
理
性
の
演
釋
に
從
'ふ
"
双
の
腕
を
出
し
て
十
本
の 

脂
を
見
：る
°
*
子
の
脂
が
«

な
る
。
隣
人
：の
五
本
七
本
九
本
：
：
：
の
脂
が.
往
復
す
る
:0
十
萬
百
萬
の
機
械
.の
脂
が 

笫11

十

卷

C
S
九
七)

'

經
濟
學
じ
於
け
る
货
践
理
性
の
演
繆
■ 

笫
十
號,

九
2£.



. 

第1
1

十

卷

(
1
1
1

九
八)

_

學
1
1

於
け
る
實
I

性
^
霧
 

第
十
f

感
せ
ら
れ
る
。
世
界
を
«

成
す
る
個
體
10

個
あ
¥

10

個
(;

限
：る
£

す
れ
ぱ
.

>
11

の
侧
體
^

存
在
は
是
を
知
6

得
ね
：。

o

“

H

, 

S
 =

 l
l

 =

 i
2
,
1
1
“
1
2
=
1
0
,

-
-
-
-
-
-

1

般

に
S

ナn
=
1
0

で
あ
ん
。
1

0

十
1

2

"

3

に
叔
れ
ぱ
5

は
教
1

の
晴

減
に
無
差
別
で
あ
る
0

或
る
商
品
の
：價
袼
は
2

圆
で
あ
る
,
10

圓
の
商
品
に
對
し
て
認
め
ら
れ
る
效 

も
大
で
あ
f

推
摩
せ
ら
.
れ
るC

]0
1

§

に
對
し
て
認
め
ら
れ
る
f

 
l

 

I

る
0

10

圆
の
商
品
に
對
し
て 

認
め
ら
れ
る
效
用
は
無
數
に
あ
り
得
.
る
、
lh
、

々

叫

。
10

圓
の
商
品
に
對
し
て
如
做
な
る
效
用
が
認
め
ら
れ 

ょ
ぅ
？
も
價
袼
10

圓

は

價

格10
圆
で
あ
る
。
效

用

巧
u
2

,

，

…

は
無
差
別
で
あ
る
。.
.

效
用
U

は
i

の
增
減
に
無 

差
別
で
あ
る
。
或
る

1

人

1

日
の
勞
働
カ
の
儇
格
は
三
圆
で
あ
る
.
0

勞
働
カ
の
再
生
產
に
必
要
以
上
の
#

問
1!
|

く
0 

價
格
は
费
さ
れ
た
勞
働
に
餘
て
定
ま
る
も
の
^

す
れ
ば
，
勞
働
カ
L

の
價
格
は
三
圓
以
上
で
あ
る
、
I
I

、
し
、

^

• 

♦

で
あ
る
仴
し
勞
働
カ
は
現
に
三
圆
に
'
取
引
せ
ら
れ
て
ゐ
る
故
れ
、
し
，
し
：
：
は
無
差
別
で
あ
る
。
勞
働
ガ
L
 

は
1

の
滑
減
に
無
差
別
で
あ
る
。

一
龃
が
J

を
加
へ
て
i

不
變
な
る|

數
を
有
つ
S

言
ふ
は
、
該
組
に
属
せ
ぬ 

一K
 

X

を
取
る
時
、
そ
の
領
域
が
該
組
で
あ
り
、
其

逆
-®

域
が
該
組
に
乂
を
加
.

へ
：た
も
の
な
る
-!

對
ー
の
®
係
を
見
出
し 

,
4
*

るw

言
ふ
对
飞
あ
る
換
言
す
れ
ば(

一」

全
^

に
等
し
ぃ
部
分
が
存
在
す
る
'
>

」

言
ふ
事
で
あ
る(

ニ)

或
、る
ー
ッ
の 

f

仙
か
低
の1

ッ
の
意
志
.
に
從
®

す
る
事
で
あ
る(

三
}
一
 

對T
な
る
可
き
：意
志
が
事
實
上
'
 

一«

多
で
あ
る
事
で
.

あ
る
。

. 

作
格
は
保
性
柢
倉
效
片
u

'H
f
e

猶
的
內
的
直
觀
の
形
式
故
價
格w
效
用
ビ
は
一
對
一
の
關
係
を
な
す
。
領
成
は
ff
i

格

の
良
P
 )

逆
霞
域
は
價
格
の
M

に̂

乘
'
の 

一
0

X

を
加
へ
た
興
U 

)
で
あ
る
效
用
の
な
い
價
格
は
存
^

せ

ぬ
.1
%

の

ニ

ッ

の

相

似

な

る

紐

で

ビ
^

ど
の
飢
で
ぁ
る
。
s

に
於
て
一
ッ
の
意
志
は
她
の
一
.

ツ
の
意
'
志

に

從

魃

す

る

o

多

ぐ

r

の

indifferent 

.に
せ
ら
れ
た
意
志
が
存
在
す
る
。
價
格
S
を
、
領
域
價
袼
P
、
逆
領
域
勞
働
I

、
の
組
に
取
る
場
合
も 

同
じ
。
姐
し
S
似
現
實
に
'#
在
す
る
何
等
.か
の
價
格
に
.制
，約
せ
6

れ
：る
も
0

VJ

す
，れ
ば
、
意
志
：の
從
屬
關
係
、ind

aier- 

e
n
t

，に
せ
ら
れ
た
意
志
、
も
制
約
せ
ら
れ
る
。
勞
働
カ
三
圓
の
價
格
，
三
圓
の
價
格
|が
劍
ヶ
出
す
六
圓
の
價
格
，
參 

照
。

P

圆
は
P

11
1

で
あ
る
^

共

に

p
+
x

 

(

H

)

で
あ
る
、P

=
F
i

ボ
十
は
其
自
身
の
眞
の
-

部
分
に
相
似
な
る
鈕
故 

:

芽
 

I 

，

反
射
的
龃
で
あ
る
。̂
=

hj
+

x

.

を
理
解
す
.
る
.
も
の
S

は
反
射
的
組
の
數
で
あ
る
。

K

射
的
基
數
で
あ
る
-0

幾
何
學
的
.̂

次

の

如

く

表

は

さ

れ

得

る

。
第
一
圖
に
：於
._て 

W

は
配
景
の
中
心
々
如
上
の
凡
て
の
點
は
8

上
に
雜
應
.
の
點
を
見
出
し
得
る
。
 

C
D
>

 A
B

.
且
つC

E
H
A
B
.

な
'
、ら
ば
CD
:.は
反
射
的
組
.
、
此
酣
最
的
S

察
は
：反
射
的
基 

數
に
考
へ
ら
れ
る
o

»

一
一
圓
に
於
て
V 

 ̂
V 

|

は
ff
i

に
K

W

に
衮
は
る
エ
：
ッ
の
直
線
。

0

は̂

、
_

の
交
點
座
標
の

f f l

A

I\J]

M

o:

-4-

が

塑

十

卷

(

ニ一

九
九：
}

原
®

。
點
p

c

cn
,

丨5
)

は
第
二
象
眼
に
あ
る
一
點
で
あ
る
。
軸
M

を 

/ 

(

A A

に
直
判
を
保
ち
.つ
つ
一
ー
單
：位
だ
け
<

の
方
向
_に
移
動
し
て
軸
か
を 

得
る
。
新
た
な
る
座
標
軸
に
對
し
て
點

.

於
の
座
：標
は

0
5
,

丨
3)

に
表

.3
 
,

 

/V
 
.
.
.

は
さ
咖
る
。
AO

ど
は
.

共
に
.
，直
角
放「

點
p
.
.̂
:

直
判
に
見
る
，

」

»
 

R

龙
て
變
办
は
な
い
o.
 

_

>P
'

Q

一
 

1

ッ
の
座
賴(

5
,

 -

 

5)

-9|
3
>

は「

直 

fi

に
見
る」

限
6

化
於
て
無
差
別
：で
あ
る
。一

5
=
1
^

線
分
ON
#

經
濟
學
！

I

於
げ
る
！

3；

践
理
性
の
猊
耀
 

第
： .f

敬
'

九
由

| . 

!

1
I

a

く;



■第
十
號

突

第

二

十

怨(
1

H

Q

O:)

經
濟
學

L
i

於
け
る
货
踐
理
性
の
_

織
.
 

て
-
は
反
射
的
組
ぅ
直
角1な
る
座
標」

は
反
射
的
基
數
に

(

解
し
得
；ら.作
.る
9
.
'

「

七
[«
1

の
價
袼」

は「

七
ッ
の
：项
を
有
す
る
系
列」

に
考
ぺ
得
ら
れ
る
。「

七
圆
0

價
格
：を
有
す
る
も
の
-

は
凡
て「

七 

ッ
の
項
を
有
す
る
系
列」

に
考
ベ
得
ら
れ
る
。
七
ッ
.の
項
を
有
す
る
系
列
は
限
り
な
：ぐ
多
く
わ
.CV

辱
る
。

1

 

2

 

3

 

4

 

5

 

6

8

 

'

の

ご

如

< 

表
は
さ
れ
得
る

7
「

七
ッ
の
«

を
有
す
る
系
列」

な
な

f

關
係
の
關
係
數
C

.N)

は
次
没

R

:

CO

w

to
叫

cn| A

00 
m | h

CO

co|

00

= 7  
=11 
= 1 8

- 3

•N

P  co卜
Oi

bsD
bo to

to
私

O
CO 0,

3

I- 

1
,2

co
CnK-*

、 - ;

A

.

商
品
.は
價
値
通
h

に
賣
ら
れ：

ざ
'
る
.が
で
般
で
あ
b
價
値
姆
b
に
賣

5
ら
れ
る
は
特
別
例
外
の
場
合
に
限
る
。.
關
係
數w

し
て
の
價
格
は

CO

是

を
ょ
ぐ
理
解
せ
し
め
る
.。

:«
1

,.を
加
へ
て
も
減
し
て
も
無
差
別
な

:

•:
 

V

 

:

 

:

 

•

.

.

.

.

る
數
を
理
解
す
る
は
大
切
で
あ
る
。

• 

• 

6 

• 

«

;

一

ゾ

：

.
: 

:

:

v

:
 

T

ッ
の
：意

志

を

他

の

1

ッ
：の
意
志
に
從
屬
せ
し
む
る
事
を
せ
ぬ
。
 

“

*••* 

" 

" 

•• 

”

凡
て
の
意
志
を
唯一
ッ
の
意
志
に
歸j

せ
し
め
ん
ゼ
す
る
。(

一
)

 

31

自
身
目
的
な
る
#

志(

一1)

常
に
因
的
せ
し
て
取
扱
は
'れ

決

し

て

手

段

^

し
て
取
极
'は
れ
#

ぬ
程
の
意
志

S

一)

全
禮 

の
存
在
を
可
能
な
ら
し
む
る
が
如
s

1

紐
員
、
を
求
め
る
。
其
自
身
目
的
な
る
も
0
:

、

決
し
：で
手
段
ド
-
し
て
取
极
は 

す
#

ぬ
：も
の
全
體
の
存
在
を
可
能
な
ら
し
め
る
一
.組

員

は
.

あ
：る
可
き
十
分
な
る

1

山

を

对

す

る

も

の

で

あ

る

o
'

有

る

可

き

十

分

な

る
1,

由

を

有

す

る

も

の
«

生

命

を

も

つ

、

あ
る
可
き
.

も

の

を

あ

，
ら

し

む

る

は

«

»

で

あ

る°
 

(

一
 

ノ 

0
1

)

.

(

：三)

.
-

の
'&

求
.
を

可

能

な.
ら

し
0.

る
0

棚
.

は

精

刺

に

求

め

ら

れ

：る

。.

一
級
'ft

は

二

對I

の
關
係
で
あ
る
4

領
域
に
は
麗
す
る
が
逆
敏
域
に
は
腸
せ
ぬ一

項
あ
&

且
：う

領

域

が

此

一

興
の

-

.

.

.

.

. 

•

....
 

‘

後
裔
S

同一

な
る
が
如
き
}

對
ー
の
關
係
で
あ
る
。
^

)「

價
格
三
圆」

を
領
域
'̂

は
«
す

る

が

逆

領

域

に

は

屬

せ

ぬ
.

'
{
項

に

取

气「

三
圆
の
價
袼
を
有
す
る
も
の
の
效
用」

は
逆
領
域「

三
圓
の
後
裔」

4

、
5

>

で

…

'

4-
1

、

:

:
!

 

: 

士

间

1
.

で
あ
る
。ニ
ャ
面
の
價
格
を
有
す
么
も
0

の
效
用
し
は
ー
嵘
に
三
11
1

ょ
6

大
で
あ
る
ぢ
考
べ
ら
れ
て
居
る
<>領
域

「

價
格
三

圆
及
び
|
1
1
爾
の
«

格
を
有
す
る
も
の
.

」

は
逆
領
域「

價
格
3

圓
の
後
«

」

4

、5
、
6
 

‘
：
nゝ

>

-f
l

:

:(

画
¥

1

對
一
の
嫺
係
を
な
す
:°「

三

圆

の

商

品

」

は

一

級

數

を

な

す

。

一
般
：に

“

圓
の
商
品
炫
ナ
級
數
を
な
す
。(

B

)

r

價

一
 

格
三
圓
し
を
靳
域
に
は
屬
す
る
が
逆
領
域
に
は
爝
せ
ぬ
一
项
.
に
取
る
。「

三
圓
の
猶
格
を
.
有
す
る
勞
働
カ」

は
逆
領
域

「

三
圆
の
後
裔」

4

、
5

、

6
 

:
 

+
、
-
-
-
-
-
-
-

(

圆
¥

同
一
で
あ
：
る
。
，勞
働
力
は
價
値
を
創
造
す
る
程
の
も
の
に

n

考
ベ
ら
れ
て
居
る
e

領
域「

價
格
1

画
及
び
三
圆
の
價
袼
を
有
す
る
も
の」

は
逆
領
域「

價
格
1
1
ー
圆
の
後
裔」

4

:

、

6
 
.

.

n

、
nt
:

(

圆)

ビ
ー
對
ー
の
關
係
を
な
す〕

「

三
圓
の
商
品」

は
一
級
數
を
な
す
。

I

般
に
n

圓
の
商
品
は|

て
. 

級
數
を
な
ず
。
勞
働
の
創
造
力
が
制
約
せ
ら
れ
る
場
合
、
級
數
は
制
約
せ
ら
れ
る
。

一
 

「

或
る
價
格」

2

圆
を
領
域
.
に
は
屬
す
る
が
逆
領
域
に
は
屬
せ
'

ぬ
.

ー
嗔
に
.
ミ
る『

：：|1
|

.

の
：價
格
を
肓
す
る
も
の
の
價

値」

は
.
逆
.
領
域「

n

圓
0

後
裔」

+

、
+

、
十
、

…
(

圓

)

？
间
：| 

,で
め
る
。
領
威
n

ra

ビ
n

面
®
價
格
を
有
す
る
も

.

.

.

r

p

1

od
 

>3

の
の
«

値
^

/

逆

領

域

價

格

：：
圆
.
の
後
资
十
、
+

、
+

、
：

：(

圓
？

は
一
對
一
の
關
係
务
す
。「

C

圓
の
商
品」

は 

1
.
級
擻
を
な
す
。
即
ち
.
”

圓

の

商

品

は.：：；
、+1
、

パ
、.
4-
3

:

:

窗

〕

で
あ
：る9 

.

第

亡

十

卷a
H

o

l

o
'

_

學
に
於
け.る̂

1

琪
e

の

彀

蹲. 

第十
！！

九
九 

fc

一
.

.

.

■

'

,

■.
:」

：
.
:'
.

■

''
■.
.
 

,

,

'

.

 

•
 

'

、
、.

.

パ
,
,
.

.

へ

:

. ：
'

パ
’

.

.

.

.



.
笫
'

T
1

十̂

(
崖

，

A
)

 

C

蟹

B
)

 
(

屋

c
)

(

揪
S

E

)

:

l
H'
o:
3V

:;

と

V

尸
：

5
V

"

1

^

:に
於
け5:
實
輯
翁
哗
の
_

織

第
十
號

1

〇
〇

oo] tŝ l M05 S 1

CO

知
)—A
CO 一

^  jto o\

p

十
M1

■«

Q3 Oi

系
列
A

、
B

、
c

、
D

、

f

 

:は
凡
て
移
他
的
、
非
對
稱
的
で
あ
る
、

一
級
著
な
す
。
系
列
<

、
B

、
c

、

D

i
 

E

:

:

は
凡
て
互
に
一
對
一
の
關
係
を
な
す
*

相
似
で
.
あ
る
。
三
圓
の
商
品
は
：}
.

«
數
で
あ
る
。
，，四
|1
1

の
商
品
は
| 

級
數
で
t

o

五
圆
の
施
ロ 
S

一
 

級
數
で
あ
る
。

:•
• 

• 

• 

• 

"• 
:
;o
.
.級

數
'«

凡

，て

植

似

故

三

圆

の

商

品

(«
圓

の

商

品

五

圓
 

10
^

品
：
.:

は
相
似
で
あ
る
.:
'
°

無
差
.
別
で
あ
る
。
三
圓
の
.

商
-

品

は

ニ

級

，數

で

あ

る

、

3

、

4
 

 ̂

.
5-
^…

“

マ 

11
4

:

:

窗

。
四
.圆
の
商
品
は
.一 ,.

級
數
で
あ
る
、
气

5

i
 

6
 

:

:
 

+1
,

:

:(

圓)

。
級
數
.で

あ

る

辦

を

奢

し
 

て
^

へ

知
^
^

三

圆

カ>®
ロ
：

Z

ミ

四

画

の

矿^
.

ど
は
细
楚
別
で
.
^
5

る
.
。
三

圓

の

價

格

を

有

す

る

も

の

の

效

用

‘、
四
画
の 

有
す
る
も
の
の
效
用
の
立
場
か
：^
.

價
格
1
1

面
ど
價
袼
四
圆
ど
は
無
差
別
で
あ
.
る
。
三
圆
の
價
袼
.を
有
す
る 

ゆ

讀

プ

匹
|1
1

泛
價
格
を
有
^

る
勞
«

カ
の
立
場
か
、ら
、
三
圓
^

四
圓
ど
は
無
差
別
で
あ
る
。

一
般
に
®

格

C

■
の 

價
値
の
立
揚
か
ら
广
;1
1

圆
苹
仲
圆
ど
は
：無

犖

別

で

あ

る

。
部
分
ょ
全
驰
？

，
等

し

。，

H
I

丨.

I

|

I

1

|

I
|

1

|

I

I ：

I :

.

.
互
に
相
似
な
な_

限
系
列
の
數
¥

nd
c
エ
：ヌ；零)

ミ
呼.
ぶ
。".
n0
ばs
 
G相
似
故
る
無.
限
系
列
詻
鉗
の
賴
で
お.
る
？ 

% 

l l
",
b=
:
n
+
日
の
理
解
を
可
能
な
ら
し
め
る
。
貨
幣
で
あ
る
。
n
p
-+-,

l=
n
of, rv

l  I  v
n
。，

1
般

に
p
l+
m
u
x
v 
n
/
=
oa, 

1.
般
に
>
3
=
03..
は
ょ
ぐ
理
，解
し
得
ら
れ
る
。
.

»0
は
心
理
學
的
な
る
意
志
的
統
#
或
ば
最
大
多
數
.の
最
大
幸
福
に
考 

ベ
得
ら
れ
る
。

,

:

:

 

'

;

:

價
格
の
系
列
は
o

、

'

/'
?

^

.̂
:

:

:
 

n

、
•
 

t

:

.(

圆

)

に
考
へ
ら
れ
.̂

。(

一)

夫
々
の
價
袼
は
00 

で
あ
る
。
：1

級
數
を
な
す
。

V
0
1
)

先
々
の
價
格
は
no

で
.
あ
る
從
で
T

2

,
 2

=
3
,

 

3

 =

 4
,

 

;

:

n
 

=
 

n
-+
l

,

;

:

で
あ
る
。
 

數W

は
no
,で
あ
る
限
リ
數
1

の
存
在
を
可
能
な
6

し
む
る
手
段
ぎ
し
で
存
在
せ
ぬ
，
其
自
身
存
在
す
る
、
全
體
に
等 

し
い

1

組
貰
で
あ
る
。
3

、-
4

、

5
 

.、
： 
n

、
十
.
.
：：
.

に
就
て
も
同
じ
。(

三

)

夫
夫
の
數
が
°0

で
あ
る
^

言
ふ
は
、「

多 

チ
の
も
の」

が「

唯1

ツ
の
も
の」

に
歸
'1.

せ
ら
れ
得
る
£
1

日
ふ
事
に
同
じ
.0

此

旨

示

を

徹

底

し

，て

;>

數
2

、
3

〜

、 

5
 

>
. 

• 

:
 

n
、

+
 

:を
凡
て
數
1

に
約
元
す
る
。'(

四〕

數
I

を
領
域
に
は
扇
す
る
が
逆
値
域
に
は
屬
せ
ぬ1

項
に
取 

る
o

'

.no

は
逆
領
域「

1
.

の
後
资」

2

、
3
> 

4
i
. 

 ̂

: 

n 
>

十
'
:

せ
同一

で
あ
る
n

顧
域
I

w

no

ミ
は
逆
領
域「

1 

S

後
裔」

：2
’

0

0
‘
、

^

>

5
 

n 

^

f'
l

:

:

ど
一
對
ニ
の
關
係
を
な
す
。「

1

«

も
も
の」

は

1

級
數
を
な
す
:01

 

級
數
を
な
す「

1

な
る
1

0

」

は
20(

ゼ
：ッ
ト
零
つ
に
記
號
せ
ら
れ
る
パ
^

を
組
み
ど
組
セ
せ
の
組
に
考
ふ
る
®
も
可
德 

で
.
あ
る
。
ZO

に
於
て
數
3

は
數
4

で
あ
f

共
に
又
た
明
か
に
數
3

で
ぁ
る
。S

=
4
=
3
>
=
:
5
=
V

 

•
.
.

從
.
て
、
其
自
.
 

#

を
自
的
と
す
る
事
、
如
何
な
る
.も
の
を
も
手
段
に
せ
ぬ
離 
>
.

全
體
に
等
じ
.

き
部
分
で
あ
る
事
、
‘

は
0̂

に
於
て
_|層 

純

化

せ

、
ら

れ

:̂
0
:

部
分
は
：全
體
に
等
し
ぐ
部
分
は
全
體
ょ
か
小
で
あ
る
。
ZO

は
n

;l
l

n

=

n

十m
:

を
理
解
せ
4

め
.

る
。 

貨
幣
，で
办
..る
：p
:
zo

を
國
定
貨
幣
に
考
ふ
：る
は
隨
意
で
あ
る
。
意
志
0

;0

由
ミ
、
自
«|

な
る
意
志
の
普
遍
袋
當
性
€
は 

箜
ー
十
赞
a

H

Q

a

.

經
蠶
に
於
け
る
實
踐
瑰
性
の
跋
緩
：

 

：
第
十
號
 

ー0

「



•
1
:
1

十

卷
3

§

@

 

,

經
濟
醫
於f

蘧

蠢

襄

繹：： 

第

十

號

5
1
1

ZO
K

於

て

完

全

.で

あ
4
r

zo
2

純

粹
な
る

實

廳：

理
性
.

で

あ

る

せ考
：：

へ

得

ら

れ.る

a
:
.

慣

格
0

系

列

は0
1

ネ

さ
4
4
:
,
?
|
:
:

窗

に

考

.

へ
ら
れ
る
。

(
一
:
)
u

は

：

|

數

で

あ

る

ま

す

れ
$

 
o

は
.

 

no

で
あ
I

で

あ
る
。
部

分

は

全

體
f

小
1

る
，
部
分
.
は

全

體

に

等

じ

。
3

)

0

は

1

數

で

な

い

が

數

の

存

在 

の
爲
に
は
是
非
，豫

定

せ

ら

れ

ざ

る

を

得

ぬ

も

の

で

あ

る

す

れ

ば
C
A

)

 

％
、
ZO

で

あ

る

^

趣
に

(

B

)

no
v

zo
l̂
t

 

或

石

も

の

で

あ

る

。
此

場

奋

部

分
«

全
體
よ
.

&

も

太

で

あ

る
。

S

D

數

の

普

遍

妥

當

粗

は

爲
、

「

1

な
る
も
の
し
、

單 

純

な

る

實

體

に

於

て

、

限

&

な

く

大

で

あ

る

が

、
ZO

に

於

て

部

分

は

杀

體

よ
^

V

大
：で
な
.
い

故

：、

生

命

•其

者

の

爲

或

は
 

常
に
樹
太
じ
て
止
.
ま

ぬ

生

命
€)
;

爲

、
全
體
よ
：り

も

大

な

る

部

分

を

把

振
|

形
式

が

求
|

れ
る
ー
0

神

ば

余
1

よ
ぅ 

小

な

る

部

分

"

全

體

に

讓

し

き

部

分

及

び

全

體

4

ぅ

も

大

.な■!
>

部

分

を

把

振

す

る

形

式

に

考

へ

ら

れ

る

o

 

y

 

,
9

 

る

可

き

も

の

を

あ

ら

し

む

「

る

の

み

な

ら

ず

、

任

意

の

'
も

の

§

創

造

を

可

能

な

ら

し

む

る

形

或

に

考

へ

ら

れ

る

。
軍
®

 

な

る

實

體

數

上

は

全

體

よ
^

V

も
大
な
る
部
分
を
可
能
な
ら
し
む
4

も

の

の

I

步

手

俞
{:

あ

る
^

も

考

へ

得
f

る
。 

(

四

)
，

爪
の
治
I

は

f

 

I

 )

全
(»
0

に
等
^

き
部
分
の
激
造
に
‘

始

ま

る(

A 

)

«

»

槪

念
«

凡

て

の
.0 
n.な
.
る

も

の

を
n

l̂
JJ
!

 

»-

す

る
$

、1

備

の
^

*̂

槪

念
»

^

は

}

力
た
ま
り
の「

位」
^

な

し

て
1

0

ナn

を

其

の

部

分

に

理

解

す

る

(

n

)

部 

分

が

雜

锨

分

砂

存

在

每

能

な

ら

し

む

る

爲

、
實

踐

理

性

の

對

象

：の

世

界

の

存

在

を

可

能
f

し

ひ

る

爲

，
部
分
よ 

全
_

よ

り

大

な

る

部

分

で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

(

C

)

然

ら

ば
:1
0

以

上

の

任

意

の

數

を

可

能

な

ら

し

む

る

位

収

り

の

堪

立 

の
數
o

は
#

の

形

式

に

一

致

す

る

(

13〕

數
10

は
數
1

に

相

似

で

办

識

共

に

又

た

神

の

海

式

に

棚

似

で

あ

る 

C

E

)

數

丄

は
.
る
|

.

て
取
§

る
實
體
で
あ
る
？
單

純

な

る

實

贈

か

ら

神

へ

の

®

は 
一V
1

2

考

へ

得

ら

れ
.

る
r

i

數 

1

力
k

数
o

へ
飛
媒
す
る

(

”〕

働

く

迄

數
0

中

に
、

雜

も

神
ビ

闾

一

な

る

形

式

を

有

す

ふ

數

に

於

て

即

ち
«

10> 

y
A

て

舯

を

求

め
:̂(

II
I

)

數
9

の

繼
承
者
で
あ
k

、
ZO

な

る

數
1

ど
相
似

旦
つ
神
の
形
式
な
，る
®:
o

に
相

似

な

る

數
JO

は 

本
來
の
®

子
S

呼
ば
れ
得

る

。

(

F

)

單
子
は
數
9

の
繼
承
者V

J

じ
て
も
の
で
あ
る
。

.

悟
性
槪
念
ヒ
し
て
の
數
$
の
躐 

.承
者
:̂

し
て
全
體
に
等
し
き
部
分
で
：あ
る
。
機
械
的
な
る
も
の
で
あ
る
。
10

以
上
0

凡
て
の
數
の
存
在
を
可
能
な
ら 

し
む
る
も
の
、
實
踐
理
性
.
の
對
象
の
世
界
を
可
能
な
ら
し
む
る
も
の
き
し
て
20

な
る
數
1

に
相
似
で
あ
る
。
目
的
的 

な

る

も

の

で

あ

る

。

神
の
形
式
數
o

 

S

相
似
な
る

も
の
ど
し

て
全
體
ょ
も
大
な
る
部
分
で
あ

る
。

(

K

s

^

ll
x

り」

..

般

は

精

神

に

考

へ

ら

れ

る

。

.

自
然
擻
の
.
系
列
0

1

2
 

3

;

:
 

n
n+
1

:

:

は

1

級
數
を
な
す
。
數
0

は
領
域
に
.ば
屬
す
る
が
逆
領
域
に
は
鬮
せ
ぬ 

一
項
、
Z0

は
、
逆
領
域
數
o

の
後
裔
1

2
 

3

.…

n

+1w

同
一
で
あ
る
。
領
域
o
 

J

.

I

-…

n

十

：
：
は
逆
領
域 

1

.

2
 

3

 

n

十
：
：w

 

|

對
ー
0

關
係
を
な
す
0

「

數

j

は
：
一：
級

數

を

な

す

。
數
理
的
歸
納
の
'原
理
は
次
の
如
く
で 

.あ
る

「

G

に
®

す
る
#

»

に
し
て
且
つ
該
特
性
を
有
す
る
^

數
.
の
繼
承
者
に
.も
亦
屬
す
る
特
性
は
何
れ
も
總
て
の
數 

.に

風
す
る」

>(

A

)

0'

に
屬
す
る
特
性
に
し
て
且
つ
該
特
性
を
有
す
る
务
の
數
10

の
織
承
者
11
1'
2

13

:
:
に
も

屬
f

特
性
は
何
れ
も
凡
て
％
總
て
の
數(

ィ)

1

2
 

3
 

4
 

6
.-
-
-
-
-
-n 

+
 

:
 

.
,

(

 

口 )

 

n (

c

.

»0

の
o

zo

に
屬
す
る
0

神
は
素
*

的
實
在
舰
、
悟
性
的
認
識
、
意
志
的
道
德
的
實
踐
的
認
識
の
凡
て
を
可
能
な
ら
1

め
る
。(

3

)

數
1
_

は
數
0

に
相
似 

で
あ
る
。
數
o

に
龎
す
る
特
性
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し
て
且
つ
數
1

の
繼
承
者
に
も
亦
屬
す
る
特
性
は
何
れ
も
總
て
の
數
に
屬
す
る
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1

2
 

3
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H

-
-
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-
-
-

(

口)

 

n (

 

0

00

は
凡
て
20

の
特
性
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有
つ
o 

(

C

0

數
1
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任
意
の|

數
マ」

ft

似
で
あ
^
。

0
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に

働
す
る
#

性

に

し

て

且

つ

：：；
の

繼

承

者

に

も

亦

屬

す

ゐ

特

性

栻

凡

で
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'

總
.

て

の

：數
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厠

す

る
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〕

1

2
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.
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n

十
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凡

て
no

の
特
性
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有
つ
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(

D

0

に
顧
す
る
特
性
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^

.

て

且

づ
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の

繼

承

者
+

に

も
屬
す
る
特 

•

笫1
1

十

饴
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三

〇

苎

經

鐵
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於

け

る

焚

践

现

性

の

演

賴
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1
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#n
1
卷

(

1
三
〇
六)

猶
濟
擧U
於
け
る
赏
證
性
.の

隱

：

、 

第
十
號 

ー0

四 

性
は
凡
了 

：瀧
て
の
數
に
屬
す
名。.o
i l
o
s
 
n
s

l

l
及
び
W

小

f

に
等
し
、
全
體
ょ
i

な
る
部
分
を
理
解
せ
し
め
1

價
格
の
悟
霧
認
t

實

踐

惹
f

s

に

理
. 

件
せ
し
め
る」
貨
幣
ど
は
0

随
0

‘
錢
の
事
で
あ
る
。
貨
幣C

o
s
:

貨
幣
n

、
貨
幣
«0

、
，貨
幣
20

、
貨
佟
0

雨
0

.餞
次
區 

泖
せ
ら
れ
る
。

：

.

,

E

1

 
2

 

^
 

u
 

n 

^
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:
 
, 

»
 

- 

i 

順
序
を
な
す
。

,
 

對
秫
的
移
他
的
連
絡
的
S

る
，

1

 +

 3
=
2
,

 

2

 +

 1
=
3
'
:

で
あ
る
C

A
 )

數
1

は
數e

に
就
て
眞
で
あ
る
、
數
2

は 

數
t

&

A

就
S

で
あ
る
。
.

：
-
:

。
數
i

數
I

I

變
數
£

數
1

に
就
I

管
函
數
で
あ
る
S

.

S

)

數
2

は
數

1

數
2

を
自

.

變
數

V

し
數

1
:

數
2

に
：就
て
眞
な
る

_

數
で
あ
る

p
bo.

ン
や

?

V S

一
 w,s

 

(

v&
^
c

a

v
 

(

B

へ. 

一f x
r r

な
る
數
n

は
任
意
の
歸
納
的
擻
X

を
自
變
數

y
/

し
該
數
に
就
で
眞
な
る
函
數
で
あ
る

- ^

冲
。へc

 )

n o

ょ 

一
般
的
な
る
數

c

.

t

變
數
ど
す
る
；函
數
で
あ
る

5

S

。(

P

M

は
坑

I

變
擻

I

る
一
屢
で
あ
る

C
F

)
-

 

<,♦.

冷)
(

^

)

#

,.
0

は
2 (
>

を
自
變
激
ど
し
X,

に
就
て
常
に
眞
な
る
二

1 1

數
で
：..
あ

る

(
X

)

 ：  

(

F

X

A

S

!

$

(

F

X

ィ)

丁
：(

老
V
:
.
奢

：

=
^
*

 

0

 

s

 

n 

a

n

ど
形
式
的
に
相
等
し
く 

(

且
つ
A

は

=
f

に
內
容
せ
ら
れ
て
居
る)

(

ロ)

:7

^

.

S

V

F

Z
.

U
.

奮
2

は
» 0
^

形
式
的
に
相
等
し
く

(

且
つ
ら
は
^

に
內
含
せ
^

ら
れ
て
居
る
ハ
^

丁
ス
^

^

“

兑
⑴

ぶ 

數
o

は
之
ど
形
式
的
に
相
等
し
く

 

3

つ

泛

數
o

に
内
容
せ
ら
れ
て
居
る
。

(

ニ)

丁
”〜

S

非
m

l

內
含
す
S

ら
ば
三
圆
はS

を
內
容
す
る
。(

三)
p
,

1.
〜

(
〜

P
v
〜

S

格
が
三
圆
で
も
t
 

又
五
圆
で
も
あ
る
な
ら
ば
、
談
價
格
ft
非
三
圆
に
も
あ
ら
違
弗
五
圓
に
も
あ
ら
辜
I

ふ
が
如-
き
S

I

。

: 

該
儇
格
は
S

或
は
珍
あ
る
。(

四)

：十
：.p

u
q

 p. 
u.
: p. o

,,q
，

1-.
、3

に
於.
て.
三
|
 
n
'
f
が
無
I

な
ら

ば
3£
-

圓
は
no
I

に
內
容
せ
：;̂'
れ
る
然
ら
ば
.
no
®

は
三
圆V

J
.

五
圓
ビ
を
.
共
に
內
含
す
’る
o
.
‘

も
同
じ
。(

五)

p

m

.Q

、
.

p

o

q

,

q

.

u

p

11
0

圓
ヒ
三
圓
ど
が
形
式
的
に
相
等
し
い
な
.

ら
ば
、
彐
圓
は
»0

圆
に
外
な
ら
ざ 

る■
も
の
で
あ
り
從
て
三
圆
は
n

圆
を
內
含
す
る
。
0̂
を
2:
0に
取
る
場
合
も
同
じ
\
 

(

六)

.7F
⑴o

⑴〜
P

川〜
q

三 

圆

ビ

，
五

而

く

は

00

圆
に
於
て
形
式
的
に
栩
等
し
い
即
ち
非
5:

圆
^

非
五
圆
ミ
は
«a

圆
に
於
て
形
式
的
に
相
等
し
い
。

»0

の
代
负
に
20

を
取
る
.
場
合
も
，同
.
じ
ゃ(

七)

丁 
"•
•
七
•

⑴

“ p
.
q
.

 

V
 p
.〜
q

na

圆
に
：於
て
.
£
5

画

£
ニ
圆
ど
は
無
羞
別
で 

あ
る
か
或
は
^

圆
ど
非
三
圆
^

が
無
差
別
で
あ
る
か
で
あ
る
。

Il
o
V
J 

n

圓
或
は
三
圆
<£

は
形
式
的
に
同
じ
。(

；
)

函 

數
#

が
數
o

な
ら
ば
^

は
常
に
眞
で
あ
名(

^

.

晋

和

が
^

を
表
は
す
も
の
な
ら
ば
^

は
數
0

を
除
ぐ
凡
て
の
自
變 

數
I;

就
て
眞
で
あ
る
。
數
o
:

を
表
は
す
函
數
を(
x
)
.
0
x
.

み
を
表
は
す
涵
數
を
羚
に
取
れ
ば
^

^

”

贫

3
.

貫

 ̂

を̂

に
表
.
は
せ
ば

9
X
X
0
X
"

で
あ
る
.
o

zo
s

no

，
np
.«

任
t

の
鼯
納
的
數y

就
て
も
同
じ
。C

九)
K

 

3

 P
v
〜
p

 

に
於
.
て
，？
を
n

li

に
取
る
^

ら
ば
此
命
題
は
»0

圆

を

豫

想

し

て

居

：る

。

P

:

を
11
0
,圆
に
収
る
な
ら
‘
ば
此
命
題
は
20

を
豫 

想
し
‘
て
居
:̂
)
.。
？
，を'2
0

圆
に
取
る
な
ら
ば
此
命
題
は
數
0

を
豫
想
し
て
居
る
。
丁
督
く
^

.

、：3
.

s

z

)

'

-̂

の
場
合
’
は
、
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^

2̂'
0

が
«0

ど
形
式
的
.
に
相
等
し
く
«0

が
，
 

n

,̂
'
.
形
式
的
に
相
等
し
い
な
ら
ば
20
«

^

ビ
形
式
的
に
相
等
し
い
o
.

且
つ
n

は

ぺ

或

ば

ん

に

内

含

せ

ら

れ

て

雇

气
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千
一 
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y
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x
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穸
 

z
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.

 

f
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x
,
y
v
z
)
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が
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：
る
'
M

、

' 

5
3
及
び
々
に
就
て
眞
な
ら
ば
20 

は
成
.

る
0

に
就
て
眞
で
あ
ぅ
又
或
る
«0

及
び
n

に
就
て
眞
で
あ
る
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十

1
j 

>

N>
s

z

)

=

N>
e
z

)

.
川

(
X
)

 

:

t

m

言
 

數
S

ざ
數
5
 w

が
等
む
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い
な
ら
ば
20

ビ
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形
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に
相
等
し
い
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十
1
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.
.
.
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•⑴
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ビ
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な
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は
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戚
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v
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；
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(
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0

八)

細
擠
學
|*

於
け
る
货
踐
规
胜
の
：彼
織
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' 

嫌
十
號
ー
〇
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十
四D
 

/

{
還
ち
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)
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.
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S
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(
X
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y
)
， s
c
,

ブ
冬
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)

S

{
令!

ヌ
3

}

三
1

ミ
基
圓
名
の
關
係
を
考
へ 

る
。(

A

)
三
圆
は
五
圓
よ
.

O
v

小
.
で
あ
る
か
B

)

等
し
い
か
tc

)

大
.
で
あ
.

る
：か
で
.

あ
’

る
。
然
ら
{|
1

面
せ
五
圓
<
の
關 

係
H

 

ニ
圓
5

五
圆
せ
の
關
係
で
あ
る
^

共
に
、
七

圓

H

九
圓
、
十
三
_

ビ
ナ
一
:圓

、ど
の
關
係
：で
あ
る
。
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.
五)

(

r〕

，/
c

r

:

.

h

.

'

(

3;
,

/

{>4
>

^

!

.

(

^

:̂
}
,

「

3

圆
は
.
五
圓
よ
>

小」

の
關
係
に
於
て
，

2

に
取
れ
ば
、
三
圓
は
五
圓
よ
>
小
で
あ
る
か
等
し
い
.

か
大
で
あ
る
か
で
あ
る
。(

士
ハ)

一 .
:
.
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-
y
)
.

川x
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S

 (

パy
)
：

川
.

y
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=
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^(

x
,
y

)
「

一
一
面
は
五
圓
よ
り
小
、
三
圓
は
五
圆
化
等
し」

が
可
能
：ビ
な
：る
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,

面

：

V」

五
圆
-
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no(

成 

は
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に
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て
、
次
の
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ぐ

解
せ
ら

れ
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で
あ
る
o 
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A
7
H
M
i
s

 

;

 

•

:(

十 

七)
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i
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?
數
2
は
數
3

に
內
含
せ
ら
れ
、
數： o

成
は
擻
$
は

«0
に
內
含
せ
ら
れ
る
な
ら
ば 

3
o
r
5

は

n
。に
內
含
せ
ら
れ
る
即
ち
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は

n
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於
て
無
差
別
で
あ

る
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は
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1
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內
念
す
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。
但
し
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3
が

n
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あ
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數
1
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で
あ
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な
ら
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數
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數
1

に
內
含
せ
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れ
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卜
九
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Q
-
Q
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"
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x
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x
s
s00 V」
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か
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寒
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あ
6
得
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3
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共
に
n
a

^
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に
表
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^

^
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る

が
及
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あ
る
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ニ
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4

j
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^
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.
j
3
>
:
,
3
或
は
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あ
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は
i 

3
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は
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あ
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言
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1
1
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0
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.
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0
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關

係

「
ョ
リ
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關
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>

ジ
大」
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含
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れ
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「

3
圆
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五
圓
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A
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で
あ

る
y

c

共
に
大
：で
あ
。る」

場

合

に

可

能

ど
.

な

る

。
.

0

一
十
一
一〕

<
“
冷
9

=
ど

三

_
は
一
ニ
圆
で 

あ
る
9
三
圓
は
n
圆
ミ
し
て
.の
コ
画
、

n
o
w
^
c
し
て
の
三
圆
、
且
つ
z
oll
lV

J

し
て
の

三
圓
で
あ

る

な
ら
ば
，

三
圆
は 

universal 

c
l
a
s
s

或
は
單
M'
な
る
•實
體
.で
あ
‘
 

o三
圓
は
5K
M

、
，
七
圆
>
.
:

•
ミ
無
差
別
で
あ
る
。
0

1十
三)

>
=
丨 

V

歡
0
は
非
Z
。
で
'あ

れ

ば

可

で
あ

る

。
'

に
外
な
ら
.

ざ
る
.

凡
て
の
.

數

は

數o

の
一

組

員

で

あ-
得̂

る

、E

し

X
5
A

 

^

!

I

傅
で
あ
ざ
ヶ
ハ」

'
一
十
四
v

g

-
 

f 

O

H

.ハ：

凡
：て
の
.：事
物
を
經
驗
：し
1

.

し
：得
：ぬ
担
し
少
ぐ
ぐ
し
も
凡
て
の
填
物
の
到
解 

を
可
能
な
ら
6

む
る
形
式
は
存
*

す
る
。(

.
1
1
.

十
五)

.

• 

• 

•：…
.

o

以

上

は

：實

踐

：理

ft

の
_

及
び
單
子
論
參
照
o 

,
1

現
*

は
次
の
諧
條
#

が
成
立
す
る
時
一
關
係
.

?

に
關
_
し
て
一
紙
-

の
下
位
極
限
で
あ
る
ど
言
は
れ
る
"

(

一)

以 

が
？

に
於
て
極
小
を
持
た
ぬ
.
ノ

 

(

ニ)

？
の
分
野
に
屬
す
る
“

の
各
紺
員
が
X

に
後
行
す
る(

三)

X

に
後
行
す
る
？
の 

分
野
.

の
各
組
員
が
“

の
或
，る
組
員
に
後
行
す
る
。「

後
行
す
る」

は「

小
大」

の
關
係
を
有
'
つ
、
に
同
じ
。
經
濟
學
に
於 

け
る
價
格
の
組
«

は

小

な
.a

も
の
よ
む
火
な
る
も
の
.

へ
の
順
序「

小
大」

の
'

順
序
に
排
列
せ
ら
れ
て
居
る
。
任
意
の1.

一
 

ッ
の
價
格
1

e

m

ど
は「

小
大」

の
關
係
を
有
つ
。
' 

一
項x

を
U

圓
o

錢
に
取
る.。
2

)

，：
 

ニ
圓
は
幽
圆
よ
り
小
、

.
1

1

圆 

は

三

圆

よ

り

小
"

1
.圆

は

一

ー

瓶

よ

令

小

、

：

：

.

以
下

同

じ

。
、
價
格
は

「

小
大J,

の
關
係
に
於
て
極
小
を
有
せ
ぬ
も
の 

ミ
考
ヘ
ら
れ
る0

1
)
「

小
大」

の
關
係
に
あ
る
ニ
ッ
の
價
格
i

、
11
1

は
o

ff
l

o

錢
，よ
り
大
で
あ
.
る
。
後
行
す
る
。(

三)

 

o

m

Q

錢
'よ
ぅ
大
、
旦
つ「

小
大
：

」

の
關
係
0;

中
に
あ
る
任
意
の
價
格
：1

は
常
に
何
等
か
0

價

格

よ

，
り

大

で

あ

る
。

o

 

il
o

鱗
は「

小
大
し
の
順
序
に
列
ぶ
價
格
の
系
列
の
下
位
極
限
で
あ
る
。

o

圓
o

錢
は
極
.
限
.の
槪
念
.
ヤ
.
あ
る
。
如
何
な
•る
價
格
も
其
に
は
決
し
て
到
達
し
得
ぬ
が
價
格
の
存
在
す
る
爲
に
は 

是
非
豫
.定
せ
ら
れ
ざ
る
を
.
得
ぬ
程
の
も
の
で
あ
る
。
田

を

耕

す

こ

鑛

右

を

運

ぶ

こ

絲

を

紡

ぐ

こ
f

其
自 

身
'
は
.
®

格
を
有
せ
ぬ
"

伹
し
此
等
の
具
體
的
行
爲
：が

^

け
れ
ば
價
格
は
成
立
せ
ぬ
ト
疼
^

，
水
*

他
が
o

圆
o

餞
0
 

價
格
を
宿
す
る
は
是
に
準
す
る
。
 

■
'

'

交
換
の
，1

艘
的
形
式
は
->
=

:

8

に
表
は
さ
れ
得
る
。

.

A

 V
J
B

ど
の
交
換
が
.

悟
性
的
に
a

.

せ
ら
れ
る
爲
、

A

S

B

 

.
V

は
A

に
も
あ
ら
ず
B

 

.に
も
あ
ら̂

旦
つ
A

 

f
お
に
共
通
す
る
_
じ
大
ザ
の
或
る
も
0-
®

#

p

.

に
.

約̂

せ
6

れ
ね
ば 

.

第n

屮

怨
c

l

H

o

^

v

」

經
翼
^

於
け
み
焚
踐
痤
性
の
.歡
繹

 

笫

十

號

一

〇
七



S

志

"

CI ni.1C
D

)

經
_

运

け

盔
■

言

_

l: 

辩
十
號'
 

一0
八

な
ら
ぬ
。；
在
ミ
0

ミ
は
價
格
？
に
&'
-

造
：せ
ら
れ
現
象
ぜ
&

れ

る

故

等

し

い

。
命
敢
一
て

 

經
濟
的
外
的
直
觀
の
形
式 

£

.>
,
3.
_
を
經
濟
的
內
的
直
觀
の
形
式
^

‘に
.
取
れ
ば
：
、

A
 

に
費
さ
れ
た
勞
働
或
ば
：認
め
ら
れ
た
效
用
は
、
價
格
'I
3 

に
外
，な
ら
ざ
る
或
る
も
の
で
あ
る
0

此
場
合
勞
働V

J

效
用
ど
は!

義
的
に
定
ま
る
.

"

L

S

ミ
は
P

の
定
ま
れ
る
L
 

(

或
«

ロ〕

で
あ
る
。
ジ
ョ
';

ン
、

ミ
；ル.
の
父(

慶

ば

母

あ
;̂

。
p

^

p:

で
あ
.

る
，
P

は
非
：P

に
办
ら
ず
、
P'

は
非
P
 

に
ぁ
&

ざ
‘

故
P

.

で
あ
.
.

C
V

得
る
。
然
ら
ば
L

(

或
は
リ)

は
非
P

に
豫
想
せ
ら
れ
て
居
る
。，A

は
：<

 

で
あ
る
故
、

?

.

«
 

P

.

で
あ
.
る
。
然
ら
ば
L

は
1,(

或
は
0

は
：1
>
.

)

で
な
け
^

:

ば
な
£>
:

ぬ
。
乙
は
1,

で
あ
る
。
L

は
齡
L

に
あ
ら
を
。
L

次 

非
：1,
に
.

あ
ら
ざ
る
限
り
に
於
て
>

:

1で
.
あ
：.る
0 

(

U

の
場
合
.も
同
じ
。
以
下
此
言
葉
を
略
す)

o

乙
が
1,

で
あ
り
^
る
は 

I

力
ぉ
象
^

社
#

^

必
$!

勞
#

.

平
均
努
修
.

(
^

)

.
で
あ
な
が
故
.

で
.

あ
ー
る0
_

然
ら
_
ば
.̂1

は
^

,
、に
.
豫
.，想
.ぜ
ら
.
れ
て
居
る
.
.。
L

.
 

が
^

で
あ
る
な
ら
ば
レ
《』

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
0 

4

は
非
乌
に
あ
ら
寫』

は
非
4

に
あ
ら
ざ
る
故
，-?で
あ
り
得 

る
::
'0』

は』

に
豫
想
そ
：ら
れ
て
居
る
。
4

を
農
業
勞
働
或
は
エ
業
勞
働
に
取
る
。
レ
が
^

で
.
あ
る
な
ら
ば
な
は』

で 

な
.
け
れ
ば
.•な

ら
ぬ
。
し
“

は
非
4

に
あ
％
さ
る
故
1̂

3
で
あ

#々

.

る
。
L3

はJ

に
®

想

せ

ら

，れ

て

居

る

O 

J

を
小
麥
勞
働 

代
取
る
"

L

2
が
1>
2

で
あ
る
な
ら
ば
^

は
し
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
!<
•
>

は
菲
レ
に
；あ
ら
ざ
る
故
レ
で
あ
り
得
る
。
L,
は 

h

に
豫
想
せ
k

れ
て
暦
る
。
以
下
限
-

^

^

ぐ
續
く
。
凡
ゆ
る
方
面
"

深
さ
.
に
於
て
追
求
，せ
ら
れ
る
。
他
ぐ
迄
具
體
的
. 

.̂

る
勞
働
に
到
達
し
得
る
。：
毫
も
價
格
を
有
せ
ぬ
程
の
勞
働(

或
.
は
'
效
用)
に
迄

、

到
達
し
得
る)

具
體
的
は
る
勞
働 

は
其
自
身
存
在
.
の
理
ff
i

を
有
す
る
も
の
.

で
あ
る
。：
其
自
身
存
在
の
理
ff
i

を
育
す
る

も
0

は
_
聖
な
る
も
の
で

あ
る
。

マ 
>

.
ク
ス
，'.著
資
本
に
於
け
る
經
濟
的
悟
性
槪
念
の
演
繹
は
n

圆
か
ら
no
il

、
Z

。®

最
後
に
o

il
o

錢

に

ま

：で
來
ね
：ば 

4

分

で

な

い

V」

思

ふ
.:
0

典
^

-

^
で
來
ね
ば
勞
働
.
は
神
®

で
し
の
，る
ミ
は
言
：
へ
：
ぬ
々

.
'•.
V

,
.

.
-

7

丨.
定

義

、
•
分

數
m
l
n

は
.

r
|

ヶ
.
の

歸

納

的

數
x
?
y
t
:

の
，
.間

に

：

x
n
:
=
y
?

な

る

關

係

‘
が

成

立

す

る

時

成

立

す

る

關

係
 

.

で

あ

る

。

マ̂.
ク
ス
著

資

本

の

硏

究

に

於

て

、

任

章

の

一

一

商

品

：
の

交

換

を

：

A

B

、

A
N
B
V
A
.
-
B

其

他

是
-̂

類

す
 

る

も

の

に

表

は

す

は

素

ょ

り

可

で

あ

る

。.
，当
“

7

3
 

'

に

表

は

す

場

合

便

利

が

多

い

。

「

<

は
<

で
あ
か」

の
同
ニ
律
の
徹
底
は
實
體
論
に
«

く
。「

入
は
非
<

に
あ
ら
ざ
る
故
<

で
あ
る」

の
矛
盾
律
の
微 

底
は
現
象
論
を
徹
®

せ
し
め
る
。
，徹
底
的
現
象
論
は
實
體
論
に
一
致
し
得
る
。
f t
一
つ
*

一
 

ッ
に
限
る
現
象
界
は
ユ_ 

I

ク
リ
ッ
ド
幾
何
學
に
表
は
さ
れ
、
徹
底
現
象
界
は
：非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
學
に
表
は
さ
れ
る
。
 

, 

同
一
律
及
び
矛
^

律
の
：徹
底
從
て
現
象
界
の
純
化
徹
底
は「

唯
一.
な
る
順
序J

絕
對
な
る
最
I
の
否.
定
®
搖
に
現
は 

れ.
る
。
極
限
の
槪
念
はC

1
)

蹵
的
槪
念
ょ
b
も
寧
ろ
關
係
的
槪
念
で
あ
る
。
C

じ«

罾
的
槪
^
で
あ
づ
て
最
を
含
ま 

ぬ
。(

三)

唯
一
ッ
唯
一
.ヴ
に»

る
順
序
は
な
い
。
悟
性
槪
念
ヒ
し
て
の
價
格
三
圓
或
は
：n
r l
は
：
一
ッ
の
極
限
の
概
念 

.W

し
て
の
貨
幣
で
あ
る
。
貨
幣
no
、
貨
幣
-z
o, 

o
圆
0
錢
は
夫
々
極
限
の
*

念V
J:

し
て
の
貨
幣
で
あ
'る

。
' 夫
々
の
價 

格

2
.,  3

'4
,  5

,  

:
 n

,  
n
+1

*::

 .

は
凡
て
極
限
の
槪
念
ミ
し
て
の
貨
幣
で
あ
る
。

.«

.限
槪
念
ど
し
て
の
貨
龄 

0
硏
究
は
、
左
右
田
喜I.

郞
氏
に
負
ふ
。
 

-.

I

貨
幣
は
子
を
.
產
ま
ぬ(

一)

其
自
身
^

る
可
&

十
分
な
る
理
_

を
有
す
る
.程
の
も
の
は
子
を
產
.
ま
ぬ
、
產
む
必
喪 

が
な
い
：。
產
む
場
合
處
女
が
產
む
。

0

11
1

0

錢
0

貨
幣
は
子
を
產
ま
ぬ(

ニ)

悟
性
概
念
i

し
て
の
貨
幣
は
子
を
啬
ま 

ぬ
。
商
品
は
價
値
通
ぅ
に
賣
ら
れ
る
'
但
し
此
場
合
、
子
を
產
む
も
の
が
子
を
產
毛
ぬ
も
の
に
靡
造
：せ
ら
れ
て
居
る
。
 

石
女
で
あ
る
Q

6

A

に
外
な
ら
ぎ
る
數
1

は
歟
10

$
栩
似
從
て
擻
o

に
相
似
に
考
ベ
ら
れ
る
場
合
，
子
を
產
圭
ぬ
も 

の
ど
も
考
へ
得
ら
れ
る
。.
.

(

四
5

貨
幣
，0
,1

,
2
,
3
,

 :
4
,

 

5
:

 

: 

n
,

 

n

+1
:

.

.(

國〕

貨
幣
：：0
，

.
！
：
：
。
-

^

圆
は
子
を
產
む
.
於
|'般 

.

第一
.1

十

卷

(

l

H

l

D

 

.
經
_

學
I-

於
け
名
赏
踐
瑯
性̂

演
：緙 

ぐ
第十

！！

 

I
O

汍



第
.
二
十
怨
.

(
1
5
1
1
>

 

經
濟
學
猛
け
盖
i

性
：の
霸
 

.
第

*

5

で
^

る
(

一
、
貨

幣

は

子

を

產

む

)

限
り
非
合
理
の
源
で
あ
る
？
子
を
康
む
，限
々
、
子
を
產
.
む
必
，要
の
存
す
る 

馨

に

會

惡

は

除

か

れ

得

？

？

考
へ
ら
れ
る
。
ブ
ル
ド
ンQ

交
換
S

は

膏
f

る
可
き
十
分
な
る 

S

S

す
る
社
會
に
於
て
の
み
實
行
せ
ら
れ
得
る
。(

ニ
；；「

勞

働

貨

幣

」

は

「

ル

て

の

も
I

順
序
ょ
く
せ
J

す 

る」
(

乘
法
の
公
5

溢

參

照
}

試
み
、
成
は
其
自
身
あ
る
可
き
十
分
な
る
理
由
書
ず
る
も
の
へ
の
機
に
考
へ 

ら
れ
る
。
但
し(

三)

唯

I
ッ
W

1

ッ
に
限
る
程
の
順
序
は
な
い(

聯
立
主
義
參
照
：

)

i

凡
て
'の
も

.

の
は
貨
幣
で
あ
ぅ 

得
る(

3

)

然
ら
.

ば
財
康
0

私
有
は
認
|

れ
ね
ぱ
な
ら
ぬ(

四

、
然
も
尙
凡
て
の
も
の
は
顺
序
ょ
ぐ
せ
ら
れ
ね
尤
な
ら 

ぬ
。
哑
ニ
鋒
な
る
貨
幣
が
存
せ
ね
ば
な
I

。
所
有
W

盜
み
で
あ
る
。

I

な
る
所
有
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
卫
國 

結
し
た
組
合
の
力
は
價
格n

 =

 n

 +

 m

の
存
在
を
可
能
i

し
め
る

s
f
f
i
l

 

r
e
a
s
o
n

で
あ
る
。

n
=
n

 +

 m

5 1

存 

在
I

能
f

し
む
る
も
の
は
々
f

び
數o

に
考
へ
在
る
。
％
は
最
大
多
歟
の
同
意
、
る
は
絕
■
多
數
の
同 

r

數
o

は
刺
の
同
意
に
考
へ
ら
れ
る(

ィ〕
n
“
n

 +
 

m

の
存
在
を
可
能
f

し
|

も
の
は
數
10

で
あ
處
る 

o

、

l

ZO
及
び
數
o

に
於

て3  =

 4
,  3

卩5,  

i
般
に♦

n
=

m
(n

::lzm
)

で
：あ

ゐ

事

は

注

意
^

^

す
る
。

三
圆
2

故
に
三
圓
I

f

共
に
四
S

圆

六

圆
:

S

け
れ
ば
な
：ら
ぬ
か
。

「

f

 

n

圆
は
时
故
に
n

圆 

で
あ
る
^

共
に

n

十m

li
l

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
。

農
な
る
f

.

s

v

>
(i

矛
盾
な
き|

|

識
の
こ
ど
で
あ
る
'。眞
な
ら
ざ
る
認
識
^

は
矛
盾
.
あ
る
：認
載
の
こ
ど
で
あ
る(

一
ノ 

三
1

1

ご
掘
で
あ
る
、
璧
圆
で
あ
つ
て
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
そ
ぅ
で
な
け
れ
ば
經
濟
的
認
識
の
眞
は
保
て
ぬ
。(

一一) 

8

濟
行
爲
.は
最
小
の
勞
f

以
て
最
大
：の

效

架

を

得

ん

？

る
程
の
：行
爲
.で

あ

る

.、

目

的

行
爲
I

る
、

はS
 

^

に
.
止
つ
て_
は
.
な
ら
ぬ
>

三

圓

は

三

圆

で

:?
)

る

ど

共

に

四

圆

五

圆

六

圓

：

：

で
なけ

.

れ
.
ば
な'&
ぬ

。

o

a

a

l

で
な

げ
れ
ばな
も
ぬ
。
若
し
そ
ぅ
で
な
け
れ
ば
經
濟
行
燏
は
成
ヶ
立
だ
ぬ
。

(

ム)

は
經_

學
に
於
.け
る
悟
性
的
眞
で
あ
る 

0

 

0

は

經

濟

學に
於
け
る
合
目
的
的
眞
で
あ
る
。

(
1

〕
_

の
眞
を
主
ど
す
る
も
の
の
立
場
か
ら
商
品
は
惯
値

i

り
に
賣 

ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。0

一.

)

の

眞

を

主̂
す
る
も
の
の
立
.
場
か
ら
商
品
は
價
値
以
上
に
賣
ら
れ
‘
ね
ば

な
ら
ぬ
。

n
"

n

十 

日
の
理
解
を
可
能
な
ら
し
む
る
も
の
は
經
濟
行
爲
の
合
目
的
性
で
あ
る
。
經
濟
行
爲Q

目
的
は
貨
幣
で
あ
り
^

る
。

.

あ
る
も
の
の
め
る
可
さ
十
分
な
る
理
曲
は
如
何
に
し
：て
得
ら
れ
る
か(

o

生
命
の
濫
费
に
よ
る
。
存
在
の
可
能
性 

を
有
す
る
*

く
可
き
多
數
の
生
命
が
あ
る
。
其
の
中
の
あ
る
も
の
が
生
き
る
。
生
け
る
も
の
は
其
の
存
在
の
十
分
な 

る
_

*

を
"

：
あ
る
可
き
可
能
性
を
有
す
る
も
の
の
生
命
の
濫
費
に
見
出
すC

生
物
學
參
照T

.

生
命
を
有
す
る
も
の
は 

存
在
の
十
分
な
る
理
ri
l

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
、
存
在
の
十
分
K

る
理
由
を
與
ふ
る

.

も
の
は
精
神
で
あ
る
。
存
在
の 

十
分
な
る
理
甶
は
め
る
可
き
可
能
性
を
有
す
る
症
命
の
濫
费
に
よ
：る
。
精
神
は
ぅ
ご
，め
ぐ
數
多
の
生
命
の
存
在
を
よ 

く
知
つ
て
居
る0

 

D

生
命
の
濫
费
は
物
の
生
命
人
の
生
命
の
'
濫
费
に
：考
へ
ら
れ
る
。
人
_

の
生
命
は
物
.
の
生
命
、
同 

僚
人
間
の
生
命
の
濫
費
に
於
て
存
在
の
十
分
な
る
.
理
由
を
見
出
し
#

る(

厶)

濫
*

せ
&

れ
、る
间
僚
人
間
：の
生
命
は
生 

け
；
る
人
間0

生
命
の
存
在
別
由
を
な
す
點
に
於
て
物
ビ
異
な
ら
ぬ(

2

)

存
在
の
十
分
な
：る
：理
由
を
與
ふ
る
も
の 

神
，で
あ
るo
.

物
S

同

俊

人

間0

生
命
の
濫
费
は
.
生

け

る

人

間

，の
生
命
に
十
分

な

る

存

在

理

涵

を

供

す

る

。

濫
費
せ
ら 

れ
た
物
ビ
人
ど
に
於
て
_

#

が
殳
出
さ
れ
る(

C

〕

夫
々
の
人
間
；の
；生

命

は

凡

て

他

の

人

間

の

曲

命

0

存
在
理
_
で
あ 

る
。
夫

0々

人
間
の
生
命
の
中
に
精
神
が
見
出
さ
れ
る(

三

)

苦
痛
.
な
く
し
て
.
生
れ
る
；も
の
：は
な
い
、

苦
痛
は
あ
る
可 

き
十
分
な
る
理
曲
を
得
る
こ
^

の
苦
痛
^

あ
る
.
、
濫
©

せ
ら
る」

可
き
生
命
の
貯
«

に
#

ふ
感
情
：で
：あ
る

(

四)

濫
費
■せ 

ら
る
可
く
貯
藏
せ
ら
れ
た
生
命
の
使
用
は
快
樂
の
威
を
伴
ふ」

快
樂
を
求
め
る
は
C

A)

：あ
：る
可
き
十
分
な
る
：理
由
を 

^

-

1

 

c

l

H

r

e
經
濟
學I-
於
け
る
货
塗
性
の
I

r

 

箱
十
號
 

一
,-
-
'
一



'
 

.

m

:

l

:T

卷

(

l

H

l

四)

：
挪
奮
に
於
け
焱
灣
神
の
猶
縛 

、第

十

號

ニ

ニ 

钆
す
ゐ

も

の
.̂

求
め
^

B

、洗
命
の
®

费
;?
?

求
.

め
る
、
：に
«

せ
厶̂

る(

五〕

幸
福
は
彭
る
可
き
十
分
な
る
理
ri
j

を
共 

す
る
も
の
'
濫
费
せ
ら
る
可
き
生
命
の
所
有
0

意
識
に
伴
.
ふ
感
情
で
あ
る
.
、
凡
.

て
の
.
人
に
：あ
：る

可

き

十

分

な

s

f

 

供
す
る
も
の
、
：凡
て
の
人
に
：濫

©

せ
ら
る
可
き
生
命
の
.
所
有
'
の
意
識
は
最
大
多
數
.め

最

大

幸

福

に

考

べ

ら

れ

る

2

0 

意
志
は
'あ
る
可
き
十
分
な
る
理
由
を
見
出
さ
ん
マ」

す
る
心
の
作
用
き
；で
あ
る
。
.
意
志
の
自
復
.
ぁ
系
，可

き

十

分

な
る 

理
成
を
見
出
す
こ
ど
の
自
由
で
：あ
る

'

.°

自
由
な
.

る
も
0

ビ
は
あ
.

る
可
き
十
.
分
な
.

る
a

.

一"由
^

-

有
す
る
a
o
の
の
，事
で
あ 

る
凡
て
の
人
の
あ
る
可
き
十
分
な
る
理
凼
を
見
出
さ
ん
6

す
る
は
道
德
律
.
.：で
あ
.
.る
。
霞
大
劣
數
の
最
大
豪
觸
ば
ニ 

*?
.
の
道
#

抓
で
あ
る(

七〕

幸
ST

感

似
.̂

る
可
き
十
分
な
る
：理

.

*

を
供
す
る
.も©

,
1̂

せ

ら

る

，
可

き

生

命

の

.
所
^

.

に̂

 

ふ
も
の
故
、
手
段
を
必
要
^

す
る
P

他
徘
的
で
あ
る
。
.

如
何
な
る
.
物
.，
人
の
生
命
を
4

手
段
：に
せ
中
然
も
凡
て
の
、 

の
#

志
に
.
普
遍
|̂

に
妥
^

す
る
自
#.
ri
i

道
德
は
11
#

的
に
求
め
#

ら
れ
ぬ
む
のW

考
ベ
ら
れ
て
ゐ
.
る
o

;

社
會
は
«

»

 

的
で
あ
る
を
本
質
ど
す
S

考
へ
ら
れ
る
が
故
で
あ
る
°
如
何
な
る
物
を
も
人
を
も
手
段
に
せ
ず
然
も
生
け
る
も
の
に 

十
分
.
な
る
存
在
理
由
を
與
ふ
る
は
純
粹
形
式
.
の
み
で
あ
るV

考
へ
ら
れ
る
へ
.
八)

销
く
迄
.
¥

純
粹
な
る
形
式
で
あ
る
0
. 

然
も
相
對
的
な
る
事
物
、
具
體
的
な
る
も
の
に
即
す
る
程
の
も
の
が
求
め
ら
れ
今
悟
性
美
踐
理
性
の
接
す
.る
噶 

に
あ
ぅ
，.
形
式
的
に
鄭
雜
悟
性
槪
念
’

飩
粹
實
踐
理
性
及
：び
神
ど
同
一
、
然
.
も
飽
<

迄
具
體
的
で
あ
る
は
數
10

:で
あ 

る
。

數
101

般

は

E
l
c
h
y

或
は
精
神
で
*:
り

得
る
9 

(
<
〕

數
10

は
數
9

の
繼
承
者
で
あ
る
物
で
あ
る
具
體
.的
な 

る
も
の
で
あ
る
C

B〕

n

。マ

j

形
式
的
に
同|

、|

由
な
る
意
志
を
有
す
る
も
0

或
は
實
踐
理
性
で
あ
る(

0

.

)

，/
。ど
形
式 

的
に
同一

、
.

弒
粋
な
る
實
踐
理
牲
で
あ
る
^

甚
^

ビ
形
式
的
に
词】

、
神
：を
宿
し
て
居
る
.
o
.
:方
^

其
a-
-
身
存
在
?)
. 

•t

分

な

る

理
曲

を

有

す

る

も
0

で
あ
る
。
力
ン
ト
の
道
徳
論
を
徹
族
す
れ
ば
精
神
に
迄
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ど
俎
ふ
。

次
の
如
き
：ガ
ン
ト
0

食
1

は
有
名
で
あ
る「

ニ
つ
の
.

も
0

あ
ぅ
、
常
に
新
た
：な
る
又
：ね
增
し
：で

01
:
.
ま

ざ

，
る
：
感

1

ビ
3

 

敬
ミ
を
以
て
心
を
滿
た
す
.

V

其
に
考
へ
及
灰
事
屢
々
に
し
て
風
夕
か
は
&

ざ
れ
ば
か
ぼ
&

め
4

:

程
そ
ぅ
で
あ
る
。
我 

が
上
な
る
a

空
さ
我
が
內
な
る
道
徳
#

マ

」

が
®

で
あ
る
^

精
_

«

其
自
身
あ
：る
可
き
十
分
な
る
理
由
を
有
す
る
^
の 

も
0

で
办
る
，
物
^

人
€

に
诹
じ
て
居
る
、
具
體
的
な
る
も
の
で
♦

る
。
®

太
な
る
も
，の
よ
ぅ
最
小
な
る
も
の
に
至 

る
迄
凡
て
を
取
つ
て
殘
さ
ぬ
。

如
何
に
し
て
あ
る
可
き
十
分
な
る
理
凼
を
見
出
す
可
き
か
を
物
的
且
つ
目
的
的
に
規
定
す
る
法
則
が
s

»

.*
w

で 

あ
る
ミ
考
へ
ら
れ
る
。
經
濟
法
則
は「

最
小
の
.
勞
费
を
以
て
.
最
大
め
：效

果

を

得

ん
ビ
.f

る」

に 
>
 

表
は
さ
れ
て
辑
るo

 

(
1
)

あ
る
可
き
十
分
な
る
理
由
を
見
出
す
爲
濫
费
せ
ら
る
可
き
生
命
を
貯
藏
せ
.
ね
ば
な
>

ら
，ぬ(

A

:〕

物
の
生
命
を
胳
1

 

す
る
物
の
存
在
を
可
能
な
ら
し
む
る
人
の
生
命
を
貯
藏
す
る
，
人
の
；：生
命
を
物
^

し
で
貯
藏
す
る(

C

)

人
の
生
命
は 

*

自
身
の
中
に
黨
の
契
機
を
藏
す
る
も
の
.
故
、
人
の
生
命
を
物
^

じ
.
道

®

ふ
緣
最
小Q

勞

雪

以

て

最

大

.の
鍊 

*■

を
和
ん
ゾ

」

す

る̂

»

の
本
旨.
に
適
_
ふ
。(

一
一

〕

あ

る

可

き

十

分

な

る

理
由
を
見
此
す
爲
濫
费
せ

&

る
可
&

生
命
が
^

 

藏
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ(

A
 )

务
個
の
個

人

を
夫
々
濫
费
せ
.、b

る
可
，き
生
命
の
貯
藏
厳
.
ミ
す
る(

B

)

人

の
連i

b

に
Ms

、て
. 

股
a

す

る
«1

會
M

に
!&
«

す
る
。
谷
人
を
濫
.
©

せ

、
ら

る

可

き

生

.
命
0'

貯
藏
庫
，

V」

す
る
事
飞
述
帶
で
或
は
比
命
2

的
に
：..‘濫 

数
せ
ら
る
可
き
.
生
命
を
貯
藏
す
る
事
、
は
濫
費
せ
ら
る
可
き
生
命
を
機
械
的)

に
贿
藏
す
る

®

、
で
あ
る
。
機
械
化
，
組 

織
は
經
濟
を
生
む
。
最
小
の
勞
费
を
以
て
最
大
の
效
果
を
得
ん
ど
.
す
る
旨
赞
に
適
ふ」

。.
0

5

.あ
る
^

き
.
十
分
な
る
®

 

由
：を
兇S

さ
ん
ビ

す

る
、
濫
費
せ
ら
ふ
可
き
生
命
を
貯
藏
せ
ん
ビ
す
る
。
あ
る
可
会
十
分
な
.る
理
曲
の
發
見
は
上
ヶ 

を
機
械
化
せ
ね
ば
止
ま
ぬ
0

あ
る
可
き
十
分
な
る
理
由
を
有
す
：る
も
の
は
.
生
命
を
有
つ
o

あ
る
可
き
十
分
な
i

 

I

 

f

i

 

(

一
三
ー.$;
'

經
浒
擧
I.
;

於
f

焚
践
理
他

：

の
蘇
：糊
 

，

学

：華

1

S



節

ニ

屮

岱
3

2
六)

經
濟
學

.11

於
け
る
實
践
痤
性
の
演
緙 

第

十

铖

.
1
:
1

四
：

の
礙
見
は
生
き
ん
が
爲
で
あ
る
,0

其
自
身
存
在
の
十
分
な
.
る
理
出
を
有
す
る
も
の
に
近
附
か
ん
が
爲
で
あ
る
。
生
命 

の
機
械
化
は
即
ち
生
命
の
發
兑
で
あ
る
。
道
德
律
へ
の
接
近
で
あ
：る
。

：

經
濟
行
爲
は
目
的
行
爲
で
あ
る
。
手
段
を
必
要
ど
す
る
。
物
丨
人
、
其
他
を
系
段(

に
す
る
。
經
濟
行
爲
は
其
儘
で 

は
決
し
て
遨
德
的
行
爲
で
は
あ
り
得
ぬ(

1〕

意
志
：な
き
も
の
或
は
意
：志

^

認
办
ら
れ
ざ
る
も
の
は
手
段
ど
し
て
優
：れ 

た
：も
の
で

あ

る

。
濫

®

せ
ら
る
可
き
生
命
’
の
貯
藏
は"

最
小
の
勞
働
を
以
て
最
大
の
效
果
を
得
ん
ビ
す
る
經
濟
行
爲 

に
於
て
、
必
然
的
に
物
的
に
導
か
れ
る
。C

ニ)

凡
ゆ
る
方
面
に
役
立
'
つ
手
段
は
優
'
れ
た
苹
段
で
あ
る
。
人
は
優
れ
た 

手
段
で
あ
る
。
機
械
化
さ
れ
る
時1
層
優
れ
た
羊
段
で
あ
る
？(

三)

手
段
を
目
的
ビ
す
る
時
"
最
も
ょ
く
最
小
の
勞 

費
を
以
て
最
大
の
效
果
を
得
ん
ど
す
る
の
實
が
■

げ
ら
れ
る
o

經
濟
行
爲
は
濫
免
ぜ
ら
る
可
S

生
命
の
貯
藏
、
生
命 

の
機
械
化
を
目
的
ヾ」

す
る
傾
向
を
も
つ
。(
四)
最
も
有
用
な
る
手
段
は
：凡
ゆ
る
方
面
に
©
用
せ
ら
れ
得
る
手
段
で
あ 

る
、
經
濟
行
爲
は
手
段
た
：る
物
を
以
て
？
生
命
を
有
す
る
も
の
V

其
自
身
存
在
の
十
分
な
る
理
由
を
有
す
る
も
の
に 

代
へ
ん
ビ
す
る
傾
向
を
有
づ
。
以
上
ょ
&

次
：の
如
ぐ
言
ふ
。
經
濟
行
爲
は
、
其
自
身
存
在
の
繩
曲
を
有
す
る
も
の
、 

生
命
を
有
す
る
も
の
、
を
手
段
に
す
る
機
械
化
す
る
物
ど
す
る
。
逆
に
、
手
段
，
物
をg

自
身
存
在
の
理
由
を
有
す 

る
も
の
、
生
命
を
有
す
る
も
の
に
引
上
妙
る
°

經
濟
行
爲
に
於
て
手
段
ど
目
的
S

は
火
花
を
散
し
て
衝
突
す
る
。火
花
の
一
加
に
物
"

人
、國
家
、社
會
"

遒
德
、
精
神 

及
び
*

を
見
出
す
は
經
濟
哲
學
のI

つ
の
使
命
で
あ
る
。價
袼
の
系
列
は
0
.
1
?

3
 

(

圆

)

に
..表

は

さ 

れ
る
。(

j
.〕

3

圆
は
c
o

Ii

で
あ
る
，
3

11

は
非
3

圆
で
あ
，

C
S

得
ぬ
，
若
し
3

圓
.
が
非
'3

®

:

で
あ
る
な
ら
ば
經
濟
的
認
.
 

識
に
於
け
み
悟
性
的
眞
は
保
て
ぬ(

〗
K
>

但

し

經

濟

行
爲
は
合
目
的
的
實
踐
的
故

V, 

'
3
:
:
^
:
 ̂

ば
.
'
4
.
.
, 

^

^

5
 

. 

7̂
:
0

 

、

.
IV

|

I

し
 

<
:

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

0
若

し

そ

う

で
.
な
け
れ
.ば

經

濟
行

爲

は

成

办

立

た

ぬ

。

(

三

)

貨

幣
J
?
B
:

に
於

て

、
3
.

圓

ビ
.
4 

圓
、
4

圓
ど
3

圆
€
は
形
式
的
に
無
裳
別
で
あ
る
b 

n

=

nl+
m

.

凡
て
の
商
品
.

は
同
二
..

の
價
.

格
、に
賣
ら
れ
ね
ば
な
ら 

ぬ
。
社
會
的
に
遨
德
的
に
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

n 
= 

n
l+
m

故

、
貨

幣

„。
圆
に
於
て
經
濟
行

爲

は

形

式

的

に

可 

能
^
.

な
る
。
但
し
事
實
上
故
然
^

し
で
3

圆
は
4

11

ょ
う
も

小
で
あ
り
又
3

圆
は
4

;圆
に
等
し
ぐ

或
は
大
で
あ
る
。
 

典
故
經
濟
行
爲
が
辦
實
上
貨
幣
叫
圆
1
4

於
て
可
能
ミ
な
る(

四)

貨
幣
Z

。!!
に
於

て

n

 =

 n
±
m

で
あ
る
の
み
な
ら
ず 

任
意
の1

價
格
0

は
«0
^

形
式
的
に
無
寒
別
で
あ
る
。'
1
1
=
1
1

±

日
.
故
、
貨
幣
z

li
i

に
於
て
•：

經
'

k

行
爲
は
形
式
的
に 

可
能
^

な
る
。n

⑴
0

。
故
貨
幣
4

に
於
て
凡
て
の
商
品
：は

'
同
|
の
價
格
に
寶
ら
れ
气
然
も
敦
も
小
な
る
單
位
に
於
け 

る
同
一
な
る
價
格
に
寶
&

れ
る
0
價
格
は
完
全
に
一
ツ
に
な

る
。
限
り
な
く 
o

il
o

'

鱗
に
近
附
く
。
形
式
的
に
そ
う 

で
あ
'
る
。-
社
會
的
^

又
た
道
德
的
に
そ
う
.
.で
な
け
_
れ
ば
：な

ら

ぬ

。

但
し
事
實
上
、

侬
然
ざ
し
，て
、

B

-

W

W

4

圆

ょ
b

 

も

小

で
あ
り
、
又
3

前

は
4

圓
に
等

し

ぐ

或
は
大
で
あ
る
，。
其

故

經

濟

行

爲

は

事

實

上

ま

幣

を

圆

に

於

て

可

fi
g

ど
な 

る(

五)

貨
幣
0

圆
0

錢
に
於
て

0
1

 

2
.
3

 

4

 

5
‘
：
i

 

n

 

-
f
-
i

 

、
n
o
s 

Z。は
凡
て
無
差
別
で
あ
る
。n

=
n
±
m

故 

貨
幣
o

ll
f

o

錢
に
於
て
經
濟
行
爲
は
.
形

式

的

に

，
可

能

.
で
あ
る
。；；1
1出

。
«

。
川2
:
。.
故
0

圆
0

錢
(-
:

.

於
.て
、
凡
て
の
商
品 

の
價
格
は
形
式
的
に
同
.1

、
且
つ
最
小
な
る
靡
位
に
於
け
る
價
袼
に
於
て
_

1

で
あ
る
.
。
o

“

t

n

 

=

 n
o
H
Z
O

故
、
凡 

て
0

商
品
0.

價
格
は
0

圆
0

錢
に
於
て
形
式
的
に
o
 

?

な
る
。
道
徳
的
に
或
は
神
の
命
に
從
ひ
そ
う
で
な
げ
れ
.ば
な 

ら
ぬ
。
他
し
事
實
上
侬
然
さ
し
て
3

圆
は
4

圆
ょ
&

小
又
C

O

W

は
4

圓
に
等
.
し
ぐ
或
は
大
^

:

あ

其

故

^

濟
行
爲 

は
'«

實
上
.
貨

幣
0

圆
0

錢
に
於
て
可
能
ミ
な
，

る
.
"

凡

て

の

，商

品

が

o

w

p

錢

：に

な

れ

：
ば
：
經

：濟

行

爲

或

は

經

濟

法

^
:
は 

完
全

に

滿

：足
：せ
ら
れ
る
令

.

最
小
の
勞
锻
を
以
て
最
大
の
.效
果
を
#

ん

ヾ

」

す
る
經
濟
行
爲：

の
0
:
的
は
達
，せ
ら
れ

る
。

o
 

(

维I
I

十

卷

c
l
j
£

七)

,

經
濟
摩

l
i

於
け
る
：實
践
理
性
の
：演
繹

 

：
笫t
號

ロ

五



戀i

十

帮

c
t

三：】

.
八)

. 

第

十

罅

一

で

、

0
O
錢
’
©
«格
を
有
す
^
も
の
.
«萍
段
ぢ
し
’て
珣
想
§
^
手
段
'で
^
有

 ̂

i

t
 

る
.：は
馨

行

爲

の.
®想
，で
あ
令
。
凡
て0
商

品

の

麗
M
a
.
f

;

錢

：
に
^

^

る
時
、
.

.濫
«
せ
：ら

る

部

き

生

命

は

：充

足

.， 

す
名
：。
經
濟
行
爲
は
其
自
身
を
自
的
-«
す
る
。

(

如
何
な
'る
人
格
；を
も
手
段
に'サ
P
,
”貨
幣
：0
11
0
:錢
は
®
想
的
な
'手
，，
 

段
：で
.あ
：る
。
觀«
で
.あ
る
。
 

.

貨

幣

：は
：
目

：的

で

.
あ
.

る
手
段
で
，あ
る
.
。
あ
る
.
可
.
S

も
.
0

を
>
あ
、ら
し
.
ひ
る
.
も
の
で
あ
る
：ビ
共
に
證
費
せ
ら
る
可
き
生
命 

0

.

W
M

M

で
あ
るo

 

(
|
〕

商
.
品

を

虫

？
す

、
る

.
0人
間
.

の
：勞
働

或

は
.
慾
籍
は
商
品
.
_に
.
あ
る
可
$
十
分
な
理
凼
を
共
す
る
。
 

©

ロpi
は
人

に

於

、

人
間
0

國
家
、

人

間

の

社

會
>

人

間

の

道

德

、

人

間

の

宗

敎

；に

於

气

存

在

の

十
分
な
る
理
由 

を
.
も
.
.つ
，。
あ
る
可
き
+

分
な
る
理
曲
を
有
す
る
も
の
は
生
命
を
有
言
る
も
め
で
あ
る
^

.8

ロ|1
?

ほ
^

物
.
で
.
な
r
v

上
命 

を
有
す
る
も
0

で
あ
る
。

Q

0

A

を
主
ミ
す
る
。
物
、
商
品
の
.
存

費

人

の

存
在
：に
あ
る
：可
き
十
分
な
る
瑰
曲
を
哄 

す

る

。
此

揚

合

商
品
は
死
#

で
あ
る
b
 

S

)

M

史
は
.全

：體

に

：等

し

く

或

は
全
，體

木
な
.る
普
遍
妥
當
性
を
有
す
る 

部

分

を

息

出

す

を

本

質

.ど
す
る.
0
經

濟

行

爲(

も
同
じb
 

(

四〕

單

子

は

全

體

仅

等

し

ぐ

或

.'«

佘
體
ょ”
り
大
な.
る
部
分
で' 

あ
る
'o

眾

子

論

は

.
一

草一

也

に

宇

宙

を

見

.る

0

具

體

的

な

る

凡

；
て
の
：
い

か

の

中

.
に
、

人
、國
家

、

社
#

、

道
■

德
、
宗 

敎
：を
見
出
す
。
览
子
論
に
於
て
機
槭
襯
せ

‘
自
的
覜
ど
は
相
合
.
し
.
.て
居
る
、
密
で
あ
る
。(

1
.)

(

三〕

，

(

四〕

ょ
.
り
、

物
^

 

史

難

は：

單
子
論
：に
於
て
"

十

分

な
.

る
哲
:#

棍

據
を
も
.

つ
。(

一〕

S

X

四)

經

濟

的

史

觀は
必
ず
し
も
物
的
で 

あ

”
る

必

據は
な
'
い
o

何

れ

の

揚

合

に
'

も

繁

て

，

單

子

論

は

經

濟

哲

學

の

哲

學

で

あ
る
。

經
濟
學
は
‘
憤
格
價
像
0

硏
究
.
，に
.精
/V

い
o

價
格
難
は
價
値
.
を
有
す
_る
も

.
の
：、
も
の
'̂
_
:の
；
研

綠

％

等

閑

に

せ

.»

ら
，れ
て

居
る
。
商
品
學
、
商
品
地
理
學
、
店
頭
裝
飾
、
實

驗

心

理

學

的

前

品

藝

術

論

參

照
0

具

體

的

な

る

も
0

.ビ
し
て
の
商 

品
の
碗
究
ば
等
開
に
せ
，ら
れ
で

居

る

‘
。

哲

學
的
*

品
*

術
.論

參

齋

具々
職
敗
U

:ビ

し
て

の
商
品
の
理
解
に
ま 

で
行
が
ね
ば
經
濟
的
'理

解

は

完

成

せ

ぬ

..，

「

«

格
«

値

ょ

»々

放

せ

ら

れ

だ

も

，の」

ど

し
.て
の

商

品

の

理

解

に

於
.て 

>
經 

濟
.
纏
解
は
完
成
す
る
0

經
濟
學
的
美
的
判
斷
の
硏
究
に
從
ふ
。

.

(

 

'一》「

.
も
の
し
を
或
る1

ツ
の
，形
式
に
，從
て
改
遛
す
る

.
現
象
す
る‘等
し
ぐ
す
る
普
：遍
梁
營
锉
を
得
る
，

(
I

一〕

’

「
も
の」

を 

ヨ
リ
：具
體
的
‘
な
る
，.形
式
に
從
て
改
造
す
る
。
現
象
す
る
.
等
.
し
ぐ
す
る〜

g 

?

大
な
4

营
遍
.妥
#

性
，を
得
る
.
。Q

)
の 

#

遍
安
赏
性
は
：形

式

的

に

al
l
'
'、
事

實

上5

_

 

■で
あ
る
。
n

で
あ
る
。
"

£

>

の
普
遍
：：姿

營

性

は

形

式

的

-に 

文
た
.
事

實

上an
で
あ
る
。

で
あ
る
。
命
®

的
函
數
は

s
-
s
l
e
:

 

-

 

a
l
l
-
a
l
i

 

©
紐
の
數
に
考
ベ
ら
れ 
'る
o 

.
命
題
的
.
®

數
ど
は1

自
戀
數
ん
_
奢
含
み
、.
3{
:

に

1

値
が
興
へ
’
ら
れ
る
H#

、
直
ち
に
'

1

命
題
ゼ
表
&

す

る

.が
如
き
あ
る 

も
0

1?

あ
'
る
。®
^

»

x

:
に
ー.
値

栌

興

へ

ら

れ

る
_

、

直
も
に
表
明
：：せ
も
れ
る
：

1

:

^

^

:は
：命

題

的8

^

0

核
心
で
あ 

る
、。(

一〕

該
命
：題
は«

或
‘
は
«;

を
*

^

す
る
諸
語
の
|

形

式
.
で
あ
u

«

命

題

が

萁t:
*

a

ず
る： 1' 

命
題
で
あ
る 

一
爲
、
諸
命
題
は
茅
盾
^

#

ま
ぬ
判
斷
で
な
け
れ
ば
な
&

ぬ
、

悟
性
的
判
斷
で
^

け
&

ば
な
ら
ぬ
：。

的
刺
斷

0

一 

般

禁

式

？
し

て

0

命

題

：函
數
を
妗
に
：表
は

f

(

B

)

該
命
題
が
：僞
«

:

る

荆

斷

ヤ

，あ

，
る

場

(

合

：
は

「

ー

ツ

に

考

，
へ
.
&

れ

么 

‘

(

.
ィ

題

は
K

性

的

判r

で
な
い0
ロ〕

自
出
な-
る

倉

志

を

有

す
.
る
も
の
の̂1
稱
?

あ
：
る1

悟

性

的
に
眞
な
.
る|1
1

斷 

:
,で̂
'

る
が
實
踐
的
に
爲
な
る
_

斷
，で
あ
，る
.
0 

.

(

，<

)

'
及̂

(

.
ィ)

、
.

(

ロ)

を
蓉
^

て
倚
ぽ
意
味
を
持
’

つ

s
i
g
&
c
a
n
t

判
斷 

‘
髮

ば

遨

德

的

判

斷

の
1

般
的
形
式
ば
考
べ
.
ら
れ
'
る
。
：道
養
的
判
^

の
：丄
，

«

纏

式

.
迄

し 

表

は

す

。
_

は

自̂
M

X

0

H,
:1
:
:

め
#:

に
_

て
暮
で
私
る
一
。

ぎ

’

翁 
ニ•
志

-

S

S

さ
 

H

t

:

I



.筆

十

赞

.(. 一

三11:9

經

濟

學

に

龄

げ

备

■

性

の

霞
"

'

第

ト

芩

M

V
 

に

內

含

せ

ら

れ

る

。

命

越

的

函

職

释

は

：悟

性

的

判

斷

ビ

：■

德

的

判

斷

ミ

の

一

：
般

的

的
|¥

數
^

に
於
て
l
fe
'ft
'

さ
れ
る
。
數
學
的
論
珣
學
は
判
斷
形
式
の
ー
般
化
に
成
.
功
じ
'
て
展
る
°

©

圈
的
判
斷
は
次
.
 

の
如
ぐ
表
は
：さ
れ
得
る
力X

:

資
，
y

 

t

命
題
的
画
歡
に
ょ
る
判
斷
形
式
c?
)

u

般
化
を
■

に
徹
底
せ
し
め
る
0

6

1)

：
 

該
命
題
は
眞
に
も
あ
ら
^

傭1
4
.

も
，あ
6

ざ
る
！1.

®

の

1

形
.
式
で
あ
る
C

A

)

該

命

題

は

眞

：
を
表
明
一
せ
ぬ
、

從

て

命

題

的
 

函
數
辦
は
悟
性
的
判
斷
形
式
で
な
く
又
た
遨
德
的
判
斷
肜
式
：で
な
：い(

B

)

該
命
題
ば
僞
を
表
明
せ
：ぬ
、
從
て
命
題
的 

凾
數
辦
は
：糧

的

判

斷

形

式

で

t

又

蔬

德

的

判

斷

形

式

で

：
S

變
數
父
にM

値

が

與

：
へ
&
:

れ
る
時
、

«

ち 

に
'
表
明
せ
ら
れ
.る

I

命
題
が
眞
に
あ
6

す
僞
に
あ
ら
ざ
る
時
*

命
題
的
画
：數

錄

は

美

的

判

斷

の

1

般
的
形
式
で
あ
る
。 

美
的
串
華
の
一
般
的
形
式

^

は
悟
性
的
及
び
道
德
的
判
斷
の
ー
®

®

^

:̂

^

ざ

形
式
的
:̂

同
じ
“

美
的
刺
斷
；の
ニ
®
 

的
形
式
は
悟
性
的
判
斷
ど
道
徳
的
判
斷V

 

Q

冠
石
で
あ
る
.

「

丸
い
四
«

」

は
美
的
判
斷
で
f

#

る
。
四
角
は
丸
で 

な
■
し
故
.

丸
し
四
声
は
£

な
..
る
半
^

で
な)

丸
い
四
舞
の
存
在
は
自
由
な
る
意
志
-
に
依
/

つ
^

意
志
ぜ
ら
ん
曼
る
バ
、 

凡
て
の
意
志
す
る
者
に
普
遍
的
に
®

當
す
る
判
斷
で
な
い
。
然
る
に
尙
ほ「

丸
；V

四
角J

の
存
在
は
確
.

か
で
あ
ぅ
、
疑 

rA

得
ぬ
も
の
ビ
す
れ
ば「

丸
：い
四
®

b

ば
美
的
判
斷
で
な
け
れ
ば
.
な
ら
'

ぬ
。
一一
面

：の
：價

格

を

有

す

■
る
商
品
：は
陈M:
的
に 

1

一
丽
の
：價
格
を
有
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
二
：

V

爾
の
價
格
を
有
す
る
も
の
は
實
踐
的
に
土
圆
の
廣
格
を
有
せ
ね
丨
な
ら
ぬ
。
 

三
圆
或
は
34
|1

の
價
格
を
有
せ
ね
，ば
な
％

ぬ
事
は
：な
い
又
た
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